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＜概要＞
障害者問題の特質は「人権問題」であり、障害者問題は社会福祉の原点のひとつである。そこで、障害福祉の考え方や基本理念、障害の概
念、と実態、障害福祉の法と施策の体系、福祉サービスの内容などを概観し、社会福祉における障害者政策の位置付けを考えるとともに、変
化しつつある現代社会における障害者問題とそれを巡る様々な事象、解決を求められている課題について考えていく。また、できれば、障害
者運動と当事者参加、特に、政策・計画決定に向けた当事者運動の広がりの問題や今日における自立生活運動の理念についても論述していき
たい。

＜学習目標＞

l．障害者問題の歴史的展開とその特質について学ぶ

II．障害のある人々の置かれている精神的、身体的状況や社会的環境の実態とその課題について学ぶ

lll．日本と世界の障害者問題の実情とその動向について学ぶ

N．わが国の障害者施策に関する法制、施策の実態とその課題、そして国際的な比較について学ぶ

v．障害者施策等を支える理念、手法の歴史的展開と潮流に渚いて学ぶ
VI．障害者運動の歩みと現状について学ぶ

VII．障害者一人ひとりの問題解決のための実践的理論と技術について学ぶ

回

数 授業計画（変更のことあり）又は学習の主題

1障害者福祉の基本理念 わが国の法律に見る理念、国際障害者年に見る理念等について学ぶ

2障害者の概念と実態 障害者の概念、障害者の実態について学ぶ

3障害者福祉の発展 障害者福祉の歴史について学ぶ（昭和20年代から 30年代）

4障害者福祉の発展 障害者福祉の歴史について学ぶ（昭和40年代から現在）

5福祉サービスの体系と内サービス体系の仕組みと心身障害児施策について学ぶ

6福祉サービスの体系と内身体障害者施策について学ぶ

7福祉サービスの体系と内知的障害者施策に付いて学ぶ

8福祉サービスの体系と内精神障害者施策とその他の障害者施策について学ぶ

9障害者福祉の周辺 母子保健・医療、障害児教育、障害者の雇用と就労について学ぶ

10障害者福祉の周辺 年金・手当て、住宅、余暇活動とスポーツなどについて学ぶ

11相談援助の窓口と援助方地域における相談窓口とそこに従事する職員について学ぶ

12相談援助の窓口と援助方地域における相談窓口とそこに従事する職員について学ぶll

13海外の動向 権利擁護の視点から海外と日本の現状について学ぶ

14障害者運動と民間活動 障害者運動の進展と現状、民間活動について学ぶ

15ケーススタデー ケースのインテーク面接、援助と評価、経過、考察を学ぶ

SBO 

番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

講義中心

【使用図書】

教科書

く書名＞

障害者福祉論

＜著者名＞

手塚直樹／加藤博臣

＜発行所＞
9 9 9 

ミネルバ書房

＜発行年・価格•その他＞

1学年で使用した教科書

参考書
障害者福祉論 福祉士養成講座編集委員会 中央法規出版

その他の資料
必要の都度配布する

【評価方法】

レポート、試験、出席状況等総合的に評価する

【履修上の留意点】

-463 -




